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本日の議事

１．国における部活動改革の経緯

２．札幌市の中学校部活動の現状

３．札幌市における部活動改革の経緯・取組

４．部活動の地域移行に関するアンケート調査

５．今後の検討の方向性等について
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国における部活動改革の経緯

■運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン

生徒のスポーツ環境の充実の観点から、学校や地域の実態に応じて、スポーツ団体、保護者、民間事業者
等の協力の下、学校と地域が協働・融合した形での地域におけるスポーツ環境整備を進める。

■「新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導・運営体制の構築のための学校における
働き方改革に関する総合的な方策について」（中教審答申）

地方公共団体や教育委員会が、学校や地域住民と意識共有を図りつつ、地域で部活動に代わり得る質の
高い活動の機会を確保できる十分な体制を整える取組を進め、環境を整えた上で、将来的には、部活動
を学校単位から地域単位の取組にし、学校以外が担うことも積極的に進めるべきである。

平成３１年１月

平成３０年３月

■公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法の一部を改正する法律
案に対する付帯決議

政府は、教育職員の負担軽減を実現する観点から、部活動を学校単位から地域単位の取組とし、学校以
外の主体が担うことについて検討を行い、早期に実現すること。

令和元年11月
12月

■「学校の働き方改革を踏まえた部活動改革について」

休日の部活動における生徒の指導や大会の引率については、学校の職務として教師が担うのではなく地
域の活動として地域人材が担うこととし、地域部活動を推進するための実践研究を実施する。その成果
を基に、令和５年度以降、休日の部活動の段階的な地域移行を図るとともに、休日の部活動の指導を望
まない教師が休日の部活動に従事しないこととする。

令和２年９月

資料１
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国における部活動改革の経緯

■予算事業として「地域運動部活動推進事業」（2億円）を新設

生徒にとって望ましい持続可能な部活動と学校の働き方改革の実現に向けて、全国各地域において、休日の部活動の段
階的な地域移行や合同部活動等の推進に関する実践研究等を実施

■部活動の地域移行に関する検討会議提言について

＜目指す姿＞
〇少子化の中でも、将来にわたり我が国の子供たちがスポーツに継続して親しむことができる機会を確保。このことは、学

校の働き方改革を推進し、学校教育の質も向上。
〇地域の持続可能で多様なスポーツ環境を一体的に整備し、子供たちの多様な体験機会を確保。(スポーツ団体等の組織

化、指導者や施設の確保、複数種目等の活動も提供)
＜改革の方向性＞
〇まずは、休日の運動部活動から段階的に地域移行していくことを基本とする
○目標時期：令和５年度の開始から３年後の令和７年度末を目途（改革集中期間）
〇地域のスポーツ機会の確保、生徒の多様なニーズに合った活動機会の充実等にも着実に取り組む

令和3年度～

令和４年６月
（スポーツ庁）
令和４年８月
（文化庁）

■学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン

○部活動の地域移行に関する検討会議の提言を踏まえ、平成30年に策定した「運動部活動の在り方に関する総合的なガ
イドライン」及び「文化部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」を統合した上で全面的に改定。

〇学校部活動の地域連携や地域クラブ活動への移行は、将来にわたり生徒のスポーツ・文化芸術活動の機会を確保するた
めに重要。地域クラブ活動は、地域の運営団体・実施主体が行うことになる一方、生徒の望ましい成長のため、学校との
連携が重要。

〇生徒のスポーツ・文化芸術環境をめぐる状況は、地域によって異なるため、運営団体・実施主体の在り方をはじめ、地域
クラブ活動の整備方法等は地域の実情に応じた多様な方法があり、学校部活動の地域連携から取り組むなど段階的な
体制整備を進めることが考えられる。

〇休日の学校部活動の地域連携や地域移行の達成時期について、国としては一律に定めず、地域の実情等に応じて可能
な限り早期の実現を目指すことを示している。

令和４年１２月

参考資料１

参考資料２
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本日の議事

１．国における部活動改革の経緯

２．札幌市の中学校部活動の現状

３．札幌市における部活動改革の経緯・取組

４．部活動の地域移行に関するアンケート調査

５．今後の検討の方向性等について
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部活動設置状況等（Ｒ５年度）

中学校数(校） 97

生徒数（人） 44,356

設置運動部数（部） 954

設置文化部数（部） 235

設置部数（部） 1,189

運動部活動部員数（人） 20,363

文化部活動部員数（人） 7,164

部活動部員数（人） 27,623

運動部活動参加率（％） 45.91%

文化部活動参加率（％） 16.15%

部活動参加率（％） 62.28%

■基本情報 ■中学校配置図

資料２
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H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

生徒数 運動部活動部員数 文化部活動部員数 参加率

22,412 22,382 22,741 22,769 22,214 21,292 21,080 20,113 21,000 20,425 20,363

7,855 8,111 7,994 7,851
7,457

7,870 7,577
7,272

7,480
7,198 7,164

30,267 30,493 30,735 30,620
29,671 29,162 28,657

27,385
28,480

27,623 27,527

中学校生徒数、部活動部員数及び参加率推移

中学校生徒数は、平成25年度から比較して、令和5年度は825人減（１．８２％減）。
部活動部員数は、平成25年度から比較して、令和5年度は2,740人減（参加率4.7ポイント減）。 参考資料３
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運動部活動部員数の区ごとの状況

243,867

284,713

260,840

213,081

124,466

225,489

111,055

134,400

218,531

140,849

－

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

中央区 北区 東区 白石区 厚別区 豊平区 清田区 南区 西区 手稲区

野球 男子バスケ 女子バスケ 男子バレー 女子バレー

男子卓球 女子卓球 男子サッカー 男子バドミントン 女子バドミントン

男子ソフトテニス 女子ソフトテニス 男子陸上 女子陸上 区ごとの人口

運動部活動のうち、10区すべてに設置がある運動部活動の部員数の状況。概ね区の人口と部員数は比例しているが、

中央区・白石区・豊平区は、他区と比較して人口当たりの部員数が少ない傾向にある。

部員数（人） 人口（人）

1,572

3,113

2,783

1,826

1,304

1,901

1,447

1,503

2,366

1,676

参考資料４
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その他の運動部活動の設置状況

その他の運動部活動の区ごとの設置数及び部員数。後述の小学生対象アンケートでニーズの高い「スキー」「水泳」「体
操」などの競技について、設置数、部員数ともに少ない状況にある。

ソフトボール 女子サッカー 男子水泳 女子水泳 男子スキー 女子スキー 男子体操

部数 部員数 部数 部員数 部数 部員数 部数 部員数 部数 部員数 部数 部員数 部数 部員数

中央区

北区 2 5

東区 1 20 2 2 1 1

白石区

厚別区

豊平区 1 2 1 1

清田区

南区 2 4 1 5

西区 1 2 1 1 1 2

手稲区 2 3

女子体操 男子柔道 女子柔道 男子ハンドボール 女子ハンドボール 男子剣道 女子剣道

部数 部員数 部数 部員数 部数 部員数 部数 部員数 部数 部員数 部数 部員数 部数 部員数

中央区 1 20 1 10

北区 1 8 1 6

東区 1 13 1 8 1 3

白石区 2 28 2 29 2 19 2 17

厚別区 1 17 1 5 2 71 2 41 1 2

豊平区 1 30 1 12

清田区 1 4 1 9

南区 1 20 2 58 2 27 1 8 1 10

西区 1 3 1 2 1 6 1 4

手稲区

新体操 男子硬式テニス 女子硬式テニス 男子駅伝 女子駅伝 アイスホッケー ラグビー

部数 部員数 部数 部員数 部数 部員数 部数 部員数 部数 部員数 部数 部員数 部数 部員数

中央区

北区 1 21 1 16 1 21 1 6

東区 1 39 2 48

白石区

厚別区 1 1

豊平区 1 1 1 10

清田区

南区

西区 1 2 1 27 1 9

手稲区
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文化部活動の設置状況
文化部活動の区ごとの設置数及び部員数。10区すべてに設置があるのは「吹奏楽」「美術」のみ。
後述の小学生対象アンケートでニーズの高い「パソコン（プログラミング）」「調理（家庭）」「科学」「映画・写真」などについ
て、設置数、部員数ともに少ない状況にある。

合唱 吹奏楽 リコーダー 和太鼓 文芸 書道 演劇 美術 科学

部数 部員数 部数 部員数 部数 部員数 部数 部員数 部数 部員数 部数 部員数 部数 部員数 部数 部員数 部数 部員数

中央区 3 48 7 282 1 12 2 54 7 321 3 137

北区 6 176 11 384 2 44 13 438 2 77

東区 3 29 9 312 1 20 2 23 2 73 11 358

白石区 4 84 5 165 1 20 6 254 1 20

厚別区 1 16 5 172 2 42 6 201

豊平区 8 273 1 47 6 231 1 58

清田区 2 25 6 208 1 15 1 23 4 73

南区 1 9 8 219 1 17 6 133

西区 7 180 5 197 1 9 1 14 1 14 1 16 8 292

手稲区 1 29 9 315 9 259

社会 家庭 将棋 コンピュータ 茶道 映画・写真 工芸 奉仕 英語

部数 部員数 部数 部員数 部数 部員数 部数 部員数 部数 部員数 部数 部員数 部数 部員数 部数 部員数 部数 部員数

中央区 1 35 1 31

北区 1 16 2 11 1 39

東区 2 19 1 18 1 9 1 44

白石区 1 49

厚別区 1 6 1 31

豊平区 2 59 1 24 1 18

清田区 1 25 1 31

南区 1 25 2 65

西区 1 18 1 34

手稲区
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１．国における部活動改革の経緯

２．札幌市の中学校部活動の現状

３．札幌市における部活動改革の経緯・取組

４．部活動の地域移行に関するアンケート調査

５．今後の検討の方向性等について

本日の議事
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札幌市における部活動改革の経緯

■「運動部活動在り方検討委員会」を設置

中学校における運動部活動の更なる充実に向け、様々な施策等に付いて検討。運動部活動「学校間連携
方式」の導入や特別外部指導者の配置について、検討委員会の提言を受けてそれぞれ制度化。

■生徒・教職員双方の負担を踏まえた部活動活動基準の設定等について

少子化の影響による生徒数・部員数の減少や、一部部活動において休養日の未設定や長時間の活動が恒
常化する等により、生徒の安全面・健康面や、指導にあたる教職員の心身の健康維持等への影響が懸念
されたことを踏まえ、札幌市立学校における部活動活動基準を設定し、休養日設定の考え方を含めた部
活動の活動基準について周知（平成 30 年４月から実施）。

平成29年11月

平成２６年６月

■「札幌市立学校に係る部活動の方針」の策定

「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」（平成30年３月スポーツ庁）、「文化部活動の在り
方に関する総合的なガイドライン」（平成30年12月文化庁）、「北海道の部活動の在り方に関する方針」（
平成31年１月北海道・北海道教育委員会）等を踏まえ、今後の札幌市の部活動の在り方が明確となるよ
う方針を策定。

平成３１年３月

■生徒・教職員双方の負担を踏まえた部活動活動基準の改正について（通知）

部活動のねらいや目的を保ちつつ、生徒・教職員双方にとって、過度な負担が生じない持続可能な部活
動の実現に向けた取組を進めるためには、国が示すガイドラインに基づきながら取組を進める必要があ
ると判断し、「札幌市立学校に係る部活動の方針」における部活動の活動基準を改正（次ページ）。

令和２年3月

参考資料5

資料３
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札幌市立学校における部活動活動基準

１ 少なくとも月に１回は、学校として平日にすべての部活動の休養日を設定する。

２ 毎週、土曜日及び日曜日（以下「週末」という。）のいずれかを休養日とする。

３ 少なくとも週に１日は、平日に休養日を設定する。

４ 通常の活動時間は、長くとも平日２時間程度とする。

５ 土日、祝日、長期休業期間中の活動時間は、長くとも３時間程度とする。

６ 長期休業期間中の休養日の設定は学期間中に準じた取扱いとし、生徒が十分な休養を取ること

ができるとともに、部活動以外にも多様な活動を行うことができるよう、ある程度長期の休養期

間（オフシーズン）を設ける。

７ 週末に大会参加等で休養日を設定せずに活動した場合には、休養日を他の日に振り替える。

※ 過重な活動とならないよう留意する。

※ 高等学校（中等教育学校後期課程、特別支援学校高等部を含む）段階の部活動についても、こ

の部活動活動基準は原則として適用するが、高等学校段階では、中学校教育の基礎の上に、心

身の発達及び個々の進路に応じて、多様な教育が行われていることを踏まえ、各学校の校内事

情等に応じた対応もあり得ることとする。なお、その場合においても、過重な活動とならないよ

う、十分留意する。
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札幌市における部活動改革の取組

１．外部人材の活用

① 部活動指導員

② 特別外部指導者

③ 外部指導者

２．運動部活動「学校間連携方式」

３．休日の部活動の段階的な地域移行に関する実践研究

参考資料6
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【配置状況】

１．外部人材の活用 ①部活動指導員

種目 R1 R2 R3 R4 R5
バスケットボール 2 4 7 7 9

バレーボール 2 14 14 16 15

卓球 0 3 4 3 5

野球 3 8 8 7 8

ソフトテニス 1 5 6 6 7

バドミントン 0 1 2 3 2
サッカー 0 5 5 4 3

柔道 1 1 1 1 0

ソフトボール 0 1 1 1 0

吹奏楽 0 3 6 8 6

合唱 0 0 0 1 1
演劇 0 0 1 5 6

リコーダー 0 0 0 1 1

科学部 0 0 0 1 1

美術 0 0 0 1 2

合計 9 45 55 65 66

○ 部活動の運営を単独で行うことが可能。

○ 令和元年度までは、運動部活動を対象に「外部顧問（非常勤職員）」として導入していたが、令和２年度からは文化部
活動にも対象を広げ、「部活動指導員（会計年度任用職員）」として教育委員会が任用し、学校のニーズに応じて派遣。

○ 教員が顧問とならなくとも、単独で部活動を運営できることから、派遣する学校における働き方改革に大きく資す
る取組。 参考資料7
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【配置状況】

種目 R1 R2 R3 R4 R5

バスケットボール 8 7 7 7 8

バレーボール 14 1 1 2 1

卓球 2 2 2 3 3

野球 4 2 2 2 3

ソフトテニス 5 2 1 1 2

バドミントン 4 0 0 2 4

陸上 1 0 0 0 1

サッカー 13 11 11 7 7

硬式テニス 0 0 1 1 1

ハンドボール 0 0 1 1 1

剣道 1 1 1 0 0

ソフトボール 1 0 0 0 0

演劇 0 0 0 0 1

合計 53 26 27 26 32

１．外部人材の活用 ②特別外部指導者

○ 休日において、顧問教諭不在時においても部活動の指導が可能。

○ 練習試合等については、会場が市内であれば、その引率や指導も可能。

○ 令和３年度までは運動部活動のみを対象としてきたが、令和４年度から文化部活動にも対象を拡大。

○ 各学校からの推薦に基づき、教育委員会において登録した上で、謝金を措置
参考資料8
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【配置状況】 【属性】（R4年度）
種目 R1 R2 R3 R4 R5

バレーボール 11 14 9 10 19

バスケットボール 15 21 15 12 17

バドミントン 17 9 18 15 13

卓球 9 4 7 3 11

サッカー 17 8 8 8 10

新体操 10

野球 13 13 11 10 9

柔道 2 1 7

水泳 1 1 1 7

剣道 1 7

硬式テニス 1 1 6

ソフトテニス 9 7 4 3 5

ソフトボール 1 3 4 3 4

体操 1 3

陸上 1 1 2 2

ハンドボール 2 2 1 1

アルペンスキー 1

太鼓 1 1 1

茶道 3

吹奏楽 2 2

合唱 1 1

柔道・相撲 1

合計 102 90 82 69 132

１．外部人材の活用 ③外部指導者

○ 日常の部活動において、顧問教諭と共に指導を行うことができる。

○ 各学校において委任し、届け出があった場合、教育委員会において傷害保険を措置している。
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○ 平成２６年度設置の「中学校運動部活動在り方検討委員会」による提言を受けて平成２８年度から制度化。

○ 生徒の運動部種目の選択肢を増やすことにより、生徒の多様な運動欲求に応え、札幌市立中学校における運動部活
動の活性化を図ることを目的として実施。

○ 在籍校に希望する運動部（種目）がない場合、隣接する学校を原則として、他校の運動部の練習等に参加を可能と
する。

【活用状況】
年度 R２ R３ R４ R５

申込学校数 33校 35校 ３７校 30校

参加生徒人数 58人 57人 74人 75人

（内訳）

野球 0 1 0 1

バスケットボール 3 5 4 10

バレーボール 6 6 10 16

ソフトテニス 0 0 0 4

バドミントン 16 22 22 10

ハンドボール 1 0 1 4

ラグビー 5 3 5 6

陸上競技 7 5 9 6

柔道 8 2 3 0

剣道 8 11 14 12

体操 0 0 0 0

卓球 4 2 2 1

硬式テニス 1 2

サッカー 3 3

合計 58人 57人 74人 75人

２．運動部活動「学校間連携方式」

参考資料9
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○ 令和３、４年度において、スポーツ庁の予算事業「地域運動部活動委託事業」により、休日の部活動の段階的な地域移行に関
する実践研究を実施。

〇 中学校の運動部活動から、５つの部活動を公募により選定し、当該部活動を設置する学校をモデル校として選定。 ５つのモ
デル校の対象部活動において、「札幌市立学校における部活動活動基準」に基づき、週１回を原則とし、休日（土日祝日等）の部
活動の運営、指導等を民間事業者に委託。

３．休日の部活動の段階的な地域移行に関する実践研究

■運営体制図

札
幌
市

■令和４年度地域移行の推進に向けた体制整備の取組概要

業務委託

札幌市スポーツ協会

各種競技団体

（運
営
主
体
）

リ
ー
フ
ラ
ス
株
式
会
社

運営・責任主体：リーフラス株式会社

活動場所・種目：実践研究校５校（中学校）

手稲西中（陸上）、西岡北中（サッカー）、柏丘中（ソフトテニス）、屯田中央中（サッカー）、羊丘中（卓球）

指 導 者：運営団体からの派遣指導員

会費・保険等：0円（受益者負担なし）

指導者の紹介等の事業協力

各
中
学
校

地域クラブ活動
へ参加

・モデル事業実施校におけるアンケートでは、100％が事業の継続を希望していた。
・子どもたちの多様な活動機会確保としての意義は大きい。
・モデル事業として５校では事業が成立したが、全市の部活動に展開していくのは容易ではない。

・事業制度設計
・運営団体の活動の管理

・地域クラブ活動の運営
■実践研究の成果

→令和５年度は、10月以降、スポーツ庁予算事業「地域スポーツクラブ活動体制整備事業」により、市立高校等を
拠点校として、市立高校と市立中学校のバドミントン部生徒が合同で参加できる地域スポーツ活動を実施予定。

参考資料10
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本日の議事

１．国における部活動改革の経緯

２．札幌市の中学校部活動の現状

３．札幌市における部活動改革の経緯・取組

４．部活動の地域移行に関するアンケート調査

５．今後の検討の方向性等について
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【調査目的】 児童、生徒、保護者及び教育職員を対象として、部活動の地域移行に関するアンケー
ト調査を実施し、現状を把握、分析した上で、今後の検討における参考とする。

【実施期間】 令和５年７月１２日(水)から７月３１日(月)まで

【回答方法】 WEBアンケートフォームによる回答

【調査対象】 ① 小学校３～６年生の児童及び保護者
② 中学校１～３年生の生徒及び保護者

（義務教育学校７～９年生及び中等教育学校１～３年生を含む）
③ 中学校の教育職員（校長、教頭、主幹教諭、教諭、養護教諭、栄養教諭）
※部活動に参加していない生徒及び従事していない教育職員も対象に含む。

【回答数】

部活動の地域移行に関するアンケート調査

属性
小学校３～６年生 中学校１～３年生

中学校教育職員
児童 保護者 生徒 保護者

回答数 3,836 4,902 4,996 3,107 790

令和5年7月に、市立小学校、中学校等の児童、生徒、保護者及び教育職員を対象として、以下のとおり部活動の地域移
行に関するアンケート調査を実施。

参考資料11

資料４
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Q.中学生になったらやってみたいと思うスポーツについて（複数回答可）

299

56

84

162

169

190

228

242

247

308

315

344

413

481

495

500

517

520

520

536

582

590

619

677

773

777

810

818

829

887

968

1217

1499

1512

0 200 400 600 800 1000 1200 1400 1600

その他

相撲

少林寺拳法

駅伝

やってみたいものがない

ラグビー

ソフトボール

柔道

スピードスケート

新体操

アイスホッケー

硬式テニス

ハンドボール

スケートボード

空手

剣道

ソフトテニス

フィギュアスケート

スポーツクライミング

自転車（BMX）

陸上競技

野球

体操

バレーボール

卓球

バスケットボール

カーリング

サッカー

スノーボード

アーチェリー

水泳

バドミントン

トランポリン

スキー

部活動地域移行に関するアンケート調査結果（抜粋）
【小学３～６年生】

単位：人

■ ： すべての区に設置がある競技・種目

■ ： 区によって部活動として設置がある競技・種目

■ ： 部活動の設置がない競技・種目

札幌市教育委員会 2023年7月実施
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Q.中学生になったらやってみたいと思う文化系活動について（複数回答可）

87

118

134

154

256

281

295

301

301

331

339

361

435

458

477

500

506

528

555

564

612

634

660

814

855

1009

1023

1108

1155

1273

1353

1501

0 200 400 600 800 1000 1200 1400 1600

その他

囲碁

やってみたいものがない

マーチングバンド・バトントワリング

文芸（小説・詩歌など）

軽音楽(バンド演奏)

日本音楽（琴、三味線など）

華道

陶芸

園芸

器楽・管弦楽

新聞

和太鼓

社会

演劇

合唱

英語

ボランティア

将棋

書道

吹奏楽

茶道

リコーダー

手芸

ピアノ

美術

ダンス

映画・写真

科学

eスポーツ

調理

パソコン（プログラミング）

札幌市教育委員会 2023年7月実施

単位：人

部活動地域移行に関するアンケート調査結果（抜粋）
【小学３～６年生】

■ ： すべての区に設置がある競技・種目

■ ： 区によって部活動として設置がある競技・種目

■ ： 部活動の設置がない競技・種目

札幌市教育委員会 2023年7月実施
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Q.どれくらいの種類のスポーツ・文化系活動に取り組みたいと思いますか。

330

869

1020

1317

0 200 400 600 800 1000 1200 1400

いろいろな文化系活動を経験してみたい

いろいろなスポーツを経験してみたい

1つのスポーツ・文化系活動にじっくり取り組みたい

スポーツと文化系活動を両方経験してみたい

単位：人
N=3536

札幌市教育委員会 2023年7月実施

部活動地域移行に関するアンケート調査結果（抜粋）
【小学３～６年生】 札幌市教育委員会 2023年7月実施
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Q.スポーツや文化系活動で大会やコンクールに出場することについてどう思いますか。

47

681

1387

1401

0 200 400 600 800 1000 1200 1400 1600

その他

大会やコンクールに出場するが、勝ち負けには

こだわらずに、試合や発表を楽しみたい

大会やコンクールに出場しなくてもいいので、

仲間と活動を楽しみたい

大会やコンクールに出場して、勝利や優勝を

目指して頑張りたい

単位：人
n=3516

札幌市教育委員会 2023年7月実施

部活動地域移行に関するアンケート調査結果（抜粋）
【小学３～６年生】 札幌市教育委員会 2023年7月実施
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Q.お子さんが所属しているクラブ・教室等で取り組んでいる競技・種目をお答えください（複数回答可）

部活動地域移行に関するアンケート調査結果（抜粋）
【小学３～６年生保護者】

1
2
2
3
3
4
5
7
8
8
9
9
9
9
10
14
15
15
18
19
24
25
32
33
34

52
53
56

127
142

178
267

293
313

480
961

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

相撲
ソフトボール
アーチェリー

カーリング
フェンシング

スカッシュ
キックボクシング

ゴルフ
ハンドボール

硬式野球
少林寺拳法

ドッジボール
ボクシング

フィギュアスケート
合気道

水球
柔道

アイスホッケー
ボルダリング

フットサル
ラグビー

ソフトテニス
卓球

トランポリン
スキー

剣道
バレーボール

陸上競技
バドミントン

空手道
硬式テニス

軟式野球
バスケットボール

体操競技
サッカー

水泳

単位：人

札幌市教育委員会 2023年7月実施
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Q.お子さんが所属しているクラブ・教室等で取り組んでいる競技・種目をお答えください（複数回答可）

部活動地域移行に関するアンケート調査結果（抜粋）
【小学３～６年生保護者】

2

10

12

14

19

19

20

26

31

58

72

85

93

149

181

270

342

638

730

0 100 200 300 400 500 600 700 800

写真

ドラム

演劇

エレクトーン

プログラミング

将棋

イラスト・アート教室

ヴァイオリン

合唱

科学

美術

吹奏楽

バレエ

そろばん

パソコン

英語

ダンス

書道

ピアノ

単位：人

札幌市教育委員会 2023年7月実施
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Q.お子さんの所属しているクラブ・教室等の毎月の月謝についてお答えください。
※複数のクラブ・教室等に所属している場合は、合計額をお答えください。

部活動地域移行に関するアンケート調査結果（抜粋）
【小学３～６年生保護者】

43

267

396

411

712

1068

495

0 200 400 600 800 1000 1200

1,000円未満

1,000円以上3,000円未満

3,000円以上5,000円未満

5,000円以上7,000円未満

7,000円以上10,000円未満

10,000円以上20,000円未満

20,000円以上

単位：人
n=3392

札幌市教育委員会 2023年7月実施
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36

91

2131

1781

863

0 500 1000 1500 2000 2500

全く参加してほしくない

参加してほしくない

どちらでもよい

参加してほしい

とても参加してほしい

単位：人
n=4902

部活動地域移行に関するアンケート調査結果（抜粋）
【小学３～６年生保護者】

Q.休日の学校部活動が地域のスポーツ・芸術文化団体の活動に移った場合、お子さんに参加してほしいですか。

札幌市教育委員会 2023年7月実施
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Q.どのような活動に参加してほしいですか。（複数回答可）

39

539

591

866

1094

1132

1452

0 200 400 600 800 1000 1200 1400 1600

その他

学校の部活動にはない種目を体験できる活動

大会やコンクールで勝つことや上位入賞を目指す活動

楽しむことを目的とした活動（勝つことや大会での

上位入賞を目指さない、レクリエーション的な活動

スポーツの基本となる身体の使い方を学ぶ活動

（運動神経のトレーニングなど）

いろいろな種目を体験できる活動（サッカーと陸上競技、

バドミントンと美術など）

平日活動しているスポーツ・文化活動と同じ種目

単位：人

部活動地域移行に関するアンケート調査結果（抜粋）
【小学３～６年生保護者】 札幌市教育委員会 2023年7月実施
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192

250

664

116

865

90

72

77

3

255

3

2

1

25

1

28

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

1,000円

2,000円

3,000円

4,000円

5,000円

6,000円

7,000円

8,000円

9,000円

10,000円

11,000円

12,000円

13,000円

15,000円

19,000円

20,000円以上

Q.休日の地域スポーツ・芸術文化活動に参加する場合、参加費等（月額）はいくらまで負担できますか。

単位：人
n=2644

部活動地域移行に関するアンケート調査結果（抜粋）
【小学３～６年生保護者】 札幌市教育委員会 2023年7月実施
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Q.現在所属している部活動についてお答えください。

部活動地域移行に関するアンケート調査結果（抜粋）
【中学１～３年生】

1587

928

2481

0 500 1000 1500 2000 2500 3000

所属していない

文化系の部活動に所属している

運動系の部活動に所属している

単位：人
n=４９９６

札幌市教育委員会 2023年7月実施
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260

150

184

336

382

752

861

923

1458

0 200 400 600 800 1000 1200 1400 1600

その他

やりたい競技・種目が部活動になかったので仕方なく

テレビや現地でオリンピックやプロの試合を

観戦してみてやってみたいと思ったから

アニメや本でその競技・種目を知り、興味をもったから

きょうだいなどがやっていて、自分もやってみたいと思った

から

友達が入る部活動だったから

部活紹介や体験入部が魅力的だったから

小学生の時からやっていた競技・種目だったから

中学生になったらやりたい競技・種目だったから

Q.現在所属している部活動を選択した理由について（複数選択可）

単位：人

部活動地域移行に関するアンケート調査結果（抜粋）
【中学１～３年生】 札幌市教育委員会 2023年7月実施
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84

607

677

2041

0 500 1000 1500 2000 2500

その他

大会やコンクールに出場しなくてもいいので、

仲間と活動を楽しみたい。

大会やコンクールに出場するが、勝ち負けには

こだわらずに、試合や発表を楽しみたい。

大会やコンクールに出場して、勝利や優勝を

目指して頑張りたい。

Q.所属している部活動で大会やコンクールに出場することについてどう思いますか。

部活動地域移行に関するアンケート調査結果
【中学１～３年生】 札幌市教育委員会 2023年7月実施

単位：人
n=3409

部活動地域移行に関するアンケート調査結果（抜粋）
【中学１～３年生】 札幌市教育委員会 2023年7月実施
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207

174

288

356

371

391

408

613

662

713

766

1014

1121

1355

0 200 400 600 800 1000 1200 1400 1600

その他

試合（練習試合）やコンクール（合同練習会）等の

回数を減らしてほしい

朝練を減らしてほしい（したくない）

オンラインで専門家から指導を受けたり、好きな時に

動画等を見て自分で練習ができるようにしてほしい

色々な種目に挑戦してみたい

（複数の部活動に参加する等）

練習の日数や時間を減らしてほしい

もっと少人数で活動したい

朝練を増やしてほしい（したい）

プロを目指すような、競技力や技術の

向上を中心とした活動をしたい

もっと大勢の人数で活動したい

練習の日数や時間を増やしてほしい

専門の指導者から教えてもらいたい

初めての人でも気軽に参加できるような、

楽しむことを中心とした活動をしたい

試合（練習試合）やコンクール（合同練習会）等の

回数を増やしてほしい

Q.今の部活動が「もっとこうなったらいいのに」と思うことを教えてください。（複数選択可）

部活動地域移行に関するアンケート調査結果
【中学１～３年生】 札幌市教育委員会 2023年7月実施

単位：人

部活動地域移行に関するアンケート調査結果（抜粋）
【中学１～３年生】 札幌市教育委員会 2023年7月実施
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Q.現在の部活動に期待する役割はなんですか。（複数選択可）

部活動地域移行に関するアンケート調査結果（抜粋）
【中学１～３年生保護者】

単位：人

19

14

402

437

653

875

924

1416

1519

1627

1699

1894

1939

0 500 1000 1500 2000 2500

その他

期待する役割はない

お子さんの学習意欲の向上

お子さんの学校への愛校心、一体感の涵養

大会・コンクールでの勝利や優勝

専門的な指導による技術の向上

お子さんと先生の人間関係の構築

お子さんの自己肯定感を高める

お子さんの体力向上・健康増進

お子さんの責任感・連帯感の涵養

お子さんの自主性の育成

お子さんの達成感の獲得

お子さん同士の人間関係の構築

札幌市教育委員会 2023年7月実施
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81

123

197

208

253

265

296

296

313

362

429

656

790

838

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

その他

保護者同士の人間関係

朝、家を出るのが早くなる

顧問や学校との関係

休日の大会等への保護者の付添い

家族の時間がなくなる

怪我など心身の健康面

金銭的負担

生徒同士の人間関係

休日、家にいる時間が少なくなる

活動場所への送迎

夜、帰宅が遅くなる

心配や負担に思うことはない

勉強の時間がなくなる

Q.現在の部活動について心配や負担に思うことはなんですか。（複数選択可）

部活動地域移行に関するアンケート調査結果（抜粋）
【中学１～３年生保護者】

単位：人

札幌市教育委員会 2023年7月実施
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37

81

1487

1064

438
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全く参加してほしくない

参加してほしくない

どちらでもよい

参加してほしい

とても参加してほしい

部活動地域移行に関するアンケート調査結果（抜粋）
【中学１～３年生保護者】

単位：人
n=3107

Q.休日の学校部活動が地域のスポーツ・芸術文化団体の活動に移った場合、お子さんに参加してほしいですか。

札幌市教育委員会 2023年7月実施
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886

881

455
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28

22
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1,000円未満

1,000円以上3,000円未満

3,000円以上5,000円未満

5,000円以上7,000円未満

7,000円以上10,000円未満

10,000円以上20,000円未満

20,000円以上

Q.お子さんの所属している部活動にかかる費用（部費の他、用具代や交通費等も含む）について１ヶ月あたりの平均額を
お答えください。

部活動地域移行に関するアンケート調査結果（抜粋）
【中学１～３年生保護者】

単位：人
n=1502

札幌市教育委員会 2023年7月実施
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18

271
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597

1004
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学校の部活動にはない種目を体験できる活動

大会やコンクールで勝つことや上位入賞を目指す活動

楽しむことを目的とした活動（勝つことや大会での

上位入賞を目指さない、レクリエーション的な活動

いろいろな種目を体験できる活動（サッカーと陸上

競技、バドミントンと美術など）

スポーツの基本となる身体の使い方を学ぶ活動

（運動神経のトレーニングなど）

平日活動しているスポーツ・文化活動と同じ種目

部活動地域移行に関するアンケート調査結果（抜粋）
【中学１～３年生保護者】

Q.どのような活動に参加してほしいですか。（複数回答可）

単位：人

札幌市教育委員会 2023年7月実施
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1,000円

2,000円

3,000円

4,000円

5,000円

6,000円

7,000円

8,000円

10,000円

15,000円

20,000円以上

部活動地域移行に関するアンケート調査結果（抜粋）
【中学１～３年生保護者】

Q.休日の地域スポーツ・芸術文化活動に参加する場合、参加費等（月額）はいくらまで負担できますか。

単位：人
n=１５０２

札幌市教育委員会 2023年7月実施



42

部活動地域移行に関するアンケート調査結果（抜粋）
【中学校教育職員】

Q.現在部活動の顧問を担当していますか？

234

49

195

312

0 50 100 150 200 250 300 350

部活動を担当していない

個人部を担当している（引率のみ）

副顧問を担当している

主顧問を担当している

単位：人
n=790

札幌市教育委員会 2023年7月実施
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Q.平日の平均部活動従事日数をお答えください。（運動系・文化系別）

単位：人
n=556

70

15

58

305

11

10

24

63

0 50 100 150 200 250 300 350

週１日

週２日

週３日

週４日

文化系

運動系

部活動地域移行に関するアンケート調査結果（抜粋）
【中学校教育職員】 札幌市教育委員会 2023年7月実施
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Q.休日１日当たりの平均部活動従事時間をお答えください。 （運動系・文化系別）

単位：人
n=556

27

30

11

380

36

4

1

67

0 50 100 150 200 250 300 350 400

休日活動なし

１時間未満

１～２時間

２～３時間

文化系 運動系

部活動地域移行に関するアンケート調査結果（抜粋）
【中学校教育職員】 札幌市教育委員会 2023年7月実施
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Q. 従事経験と指導経験の有無のクロス集計

単位：人
n=556

自らはその競技・種目、文化
活動の従事経験がない

自らもその競技・種目、文化活
動に従事した経験がある

指導経験がない 166 64

指導経験がある 64 262

部活動地域移行に関するアンケート調査結果（抜粋）
【中学校教育職員】 札幌市教育委員会 2023年7月実施
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Q.部活動の顧問について負担に思うことはありますか。

501人

55人

負担に思うことはない

部活動地域移行に関するアンケート調査結果（抜粋）
【中学校教育職員】 札幌市教育委員会 2023年7月実施

負担に思うことがある

n=556
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Q.部活動の顧問について負担に思うのはどのような点ですか？（複数回答可）

単位：人

46
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199

244

248

264

279

294

399

399

0 100 200 300 400

その他

部員間や顧問間の人間関係

競技団体等の外部組織への従事

専門的知識や指導技術の不足

部費の使途など活動経費等の管理

他の分掌との兼ね合い

（部活に関する）保護者対応

家族との時間がない

休日の活動や引率業務

平日の勤務時間を超えた活動

部活動地域移行に関するアンケート調査結果（抜粋）
【中学校教育職員】 札幌市教育委員会 2023年7月実施
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Q.地域移行後も兼職兼業の手続きにより指導に従事したいと思いますか？

59

183

164

384

0 100 200 300 400 500

従事したい

従事してもよい

できれば従事したくない

従事したくない

部活動地域移行に関するアンケート調査結果（抜粋）
【中学校教育職員】

単位：人
n=790

札幌市教育委員会 2023年7月実施
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Q. 「従事したい」「従事してもよい」と思う理由をお答えください。（複数回答可）

12

67

100

107

137

185

0 50 100 150 200

その他

副業として収入増になるから

自分の趣味・健康増進のため

競技人口の増加等、競技・種目の発展に貢献したい

指導にやりがいを感じている

生徒の成長がうれしい

部活動地域移行に関するアンケート調査結果（抜粋）
【中学校教育職員】

単位：人

札幌市教育委員会 2023年7月実施
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本日の議事

１．国における部活動改革の経緯

２．札幌市の中学校部活動の現状

３．札幌市における部活動改革の経緯・取組

４．部活動の地域移行に関するアンケート調査

５．今後の検討の方向性等について
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「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」 （令和4年12月スポーツ庁・文化庁）
の策定にあたり、文科省・スポーツ庁、文化庁から、このたびの部活動改革（学校部活動の地域連携や地域クラブ活動への
移行）の趣旨等について以下のとおり示されている。

今後の検討の方向性等について

① 学校部活動の地域連携や地域クラブ活動への移行は、将来にわたり生徒のスポ

ーツ・文化芸術活動の機会を確保するために重要であること。

② 地域クラブ活動は、地域の運営団体・実施主体が行うことになる一方、生徒の望

ましい成長のため、学校との連携が重要であること。

③ 生徒のスポーツ・文化芸術環境をめぐる状況は、地域によって異なるため、運営

団体・実施主体の在り方をはじめ、地域クラブ活動の整備方法等は地域の実情に

応じた多様な方法があることや、学校部活動の地域連携から取り組むなど段階

的な体制整備を進めることが考えられること。

また、休日の学校部活動の地域連携や地域移行の達成時期について、国として

は一律に定めず、地域の実情等に応じて可能な限り早期の実現を目指すことを

示していること。

参考資料12

資料５
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「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」において、学校部活動の適正な運営や効率
的・効果的な活動の推進とともに、学校部活動の地域連携並びに地域の運営団体・実施主体による地域スポーツクラブ活動及び
地域文化クラブ活動への移行に向けた進め方等について、以下のとおり示されている。

今後の検討の方向性等について

項目 概要 主な内容

Ⅰ 学校部活動 教育課程外の活動である
学校部活動について、実
施する場合の適正な運営
等の在り方を、従来のガイ
ドラインの内容を踏まえつ
つ示す。

〇学校部活動に関する方針の策定等
〇指導・運営に係る体制の構築

・部活動指導員や外部指導者など適切な指導者を確保
〇適切な指導の実施、心身の健康管理・事故防止の徹底、体罰・ハラスメントの根絶の徹底
〇適切な休養日等の設定
〇生徒のニーズを踏まえたスポーツ・文化芸術環境の整備

・地方公共団体等は、生徒のスポーツ・文化芸術活動の機会が損なわれることがないよう、当面、複数校の生徒が拠点校
の学校部活動に参加する等、合同部活動等の取組を推進

〇学校部活動の地域連携
・地方公共団体は、スポーツ・文化芸術団体との連携や保護者等の協力の下、学校と地域が協働・融合した形での環境整

備を進める

Ⅱ 新たな地域クラ
ブ活動

学校部活動の維持が困難
となる前に、学校と地域と
の連携・協働により生徒の
活動の場として整備すべ
き新たな地域クラブ活動
の在り方を示す。

〇地域クラブ活動の運営団体・実施主体の整備充実
〇地域スポーツ・文化振興担当部署や学校担当部署、関係団体、学校等の関係者を集めた協議会などの体制の整備
〇指導者資格等による質の高い指導者確保と、都道府県等による人材バンクの整備、意欲ある教師等の円滑な兼職兼業
〇競技志向の活動だけでなく、複数の運動種目・文化芸術分野など、生徒の志向等に適したプログラムの確保
〇公共施設を地域クラブ活動で使用する際の負担軽減・円滑な利用促進
〇困窮家庭への支援

Ⅲ 学校部活動の
地域連携や地域ク
ラブ活動への移行
に向けた環境整備

新たなスポーツ・文化芸術
環境の整備に当たり、多く
の関係者が連携・協働して
段階的・計画的に取り組む
ため、その進め方等につ
いて示す。

〇まずは休日における地域の環境の整備を着実に推進
〇平日の環境整備はできるところから取り組み、休日の取組の進捗状況等を検証し、更なる改革を推進
〇①市区町村が運営団体となる体制や、②地域の多様な運営団体が取り組む体制など、段階的な体制の整備を進める
※地域クラブ活動が困難な場合、合同部活動の導入や、部活動指導員等により機会を確保
〇令和５年度から令和７年度までの３年間を改革推進期間として地域連携・地域移行に取り組みつつ、地域の実情に応じ

て可能な限り早期の実現を目指す
〇都道府県及び市区町村は、方針・取組内容・スケジュール等を周知

Ⅳ 大会等の在り
方の見直し

学校部活動の参加者だけ
でなく、地域クラブ活動の
参加者のニーズ等に応じ
た大会等の運営の在り方
を示す。

〇大会参加資格を、地域クラブ活動の会員等も参加できるよう見直し
※日本中体連は令和５年度から大会への参加を承認、その着実な実施・できるだけ教師が引率しない体制の整備、運営に

係る適正な人員確保
〇全国大会の在り方の見直し（開催回数の精選、複数の活動を経験したい生徒等のニーズに対応した機会を設ける等）
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本検討委員会においては、部活動改革の趣旨及び「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的
なガイドライン」 等を踏まえ、将来にわたる生徒のスポーツ・文化芸術活動の機会確保を一義的な目的として、

〇学校部活動の適正な運営や効率的・効果的な活動の推進

〇学校部活動の地域連携並びに地域の運営団体・実施主体による地域スポーツクラブ活動及び地域文化クラブ活動
への移行に向けた環境整備

の2点について、並行して検討を進めることとしたい。

今後の検討の方向性等について

年月 検討事項 内 容

令和５年１０月 学校部活動の適正な運営や

効率的・効果的な活動の推進

について

〇生徒のニーズを踏まえたスポーツ・文化芸

術環境の整備

・学校間連携方式、合同部活動の充実等
〇学校部活動の地域連携について

・スポーツ・文化芸術団体等との連携等

〇外部人材（指導者）の質・量の確保

・部活動指導員等の増員に向けた専門性を
有する指導者の確保等

■次回検討会議における検討事項（想定）


